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 Ⅱ 審査結果の要旨 
 １９８０年代以降、日本古典の領域で中世における学問注釈の分野の研究が急速に進展
した。とりわけ『日本書紀』の注釈は文学のみならず歴史学や思想史・宗教学からも脚光
をあび、これと連動して浮上した中世の神道世界ともあわせて本格的な研究の路線が拓か
れた。これらの動向を受けて中世の『日本書紀』注釈は〈中世日本紀〉と呼ばれるように
なり、すでにカノン化した『日本書紀』そのものから逸脱した奇矯な説話や言説をも包含
する巨大な表現空間が、同時代の諸文芸に少なからぬ影響を及ぼしていることが明らかに
されてきた。〈中世日本紀〉の多くは神代巻に集中するため、これを物語学からは〈中世神
話〉とも呼び、古代にのみ偏していた神話研究が一気に中世から近代にも及ぶ通時代の領
域として俎上に載せられるようになった。 
 本論文はこうした研究動向をもとに、いまだ開拓の余地の多い〈中世日本紀〉の世界に
果敢に挑戦し、古代から中世へ展開する神話世界の様相を具体的に解明した力作といえる。 
その方法は先行研究をふまえつつ丹念に資料を追い求め、比較考究して対象テキストのも
つ意味を把捉し、定位させる方位で一貫しており、きわめて精度の高い着実な成果となっ
ている。 
第一部では、亀卜などの占卜による予言の言説や儀礼、あるいは予兆や予言を示す歌謡
の「童謡」（ワザウタ）をとりあげ、考古資料も視野に入れ、伝承が交差してあらたな神話
が生成する過程を明らかにし、東アジアとの関連も検証しており、従来のフィールドをよ
り拡大深化させている。 
第二部では、イザナキ・イザナミから生まれるが海に流されてしまうヒルコ伝承をとり
あげる。古代神話では共同体から排除されるだけなのに対して、中世神話では龍宮に赴い
て復活、エビスと習合する様相を跡づけ、神話生成の場としての西宮神社の意義をはじめ、
多角的に究明し、あらたな地平を拓いている。 
第三部では、神代から王統に切り替わるヒコホホデミノミコトの龍宮訪問譚（海幸山幸
神話）を対象にすえ、中世の日本紀注釈書類をはじめ諸文献の異伝を検証し、神話が絵巻
化された唯一の例として、12世紀の『彦火々出見尊絵巻』と 15世紀の『かみよ物語絵巻』
に着目、特に後者に関して基礎的な伝本研究をもとに謡曲や『八幡縁起』との関連をふま
え、物語形成と変容、及び図像・イメージについても詳細に解析しており、〈中世日本紀〉
としての絵巻論という、従来にない研究基盤を構築するのに成功している。 
第四部では、東アジアの視野から、高麗時代以後、再生し続ける韓国の「檀君神話」を
とりあげ、その変容過程を検証、蒙古襲来を契機にあらたな神話に再生する様相を明らか
にし、神功皇后神話との類同性をはじめ、日本の〈中世日本紀〉を東アジアの視野にひろ
げて検証する画期的な展望を開拓したといえる。 
以上、本論文はいまだ研究の発展途上にある〈中世日本紀〉の領域において、初めて本
格的に東アジアへの視座を確立し、既知の神話を読みかえる方向性を提示した意義はおお
きく、絵巻というメディアへの着目などともあわせて、今後の神話研究に波及する影響が
予想され、高く評価することができるものである。 
 
